
 第 3回目は、9月 24日（金）15時～16時に実施予定です。 

次回のテーマは「防災～高潮について～」です。話題提供者に河川レンジャーの平井裕三氏をお迎えして、皆さ

んと意見交換をしたいと思います。 

チラシ、まちセン公式 LINEアカウントなどからお申込みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍でオンライン会議を行う機会が増えてきました。でも、使った事が無いと言う方も多いのではないでし

ょうか。 

そこで、コミュニケーションツールの一つである Zoom をゆるっと体験する機会をつくりました。 

淀川区まちづくりセンター 

〒532-8501 大阪市淀川区十三東 2-3-3 淀川区役所 4 階 

TEL 06-6309-5656    FAX06-6309-5657 

mail     yodogawa-machikyou@festa.ocn.ne.jp 

HP      https://yodomachi-new.jimdofree.com/  

Facebook  https://www.facebook.com/ymachisen 

 

淀川区まちづくりセンターからのお知らせ 

淀川まちセン通信は、淀川区の地域活動協議会に関する情報発信、淀川区まちづくりセンターの活動

紹介、多様な地域資源の紹介を目的に発行しています。 

 

編集後記 

暑かった夏も過ぎ、朝晩は少しさわやかな風を感じる季節となりまし

た。本号では、地域の皆様にちょっと昔の淀川区の様子をお伺いして、

記事にしました。快くお話をしてくださり心より感謝申し上げます。

今では想像もできませんが、のどかな、良き時間が流れていたのかし

らと感じました。（miya） 
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第 1 回目 
日 時：7 月 16 日（金）14 時～14 時 40 分 
参加者：地域 19 名、阿倍野まちセン 2 名 
内 容：基本的な Zoom の使い方と体験 

（ミュート機能、チャットなど） 
阿倍野まちセンからの情報提供  
「あべのほっとカフェ」の紹介 

 
〈感想〉 
 40 分という短い時間でしたが、基本的な Zoom の使い
方を学んでいただく機会としました。ビデオフィルターを

第 2 回目 
日 時：8 月 26 日（木）19 時～20 時 
参加者：地域 8 名、住吉区まちセン 1 名 
内 容：コロナ禍だけど、やりたい事について意見交換 
 
〈感想〉 
 第 2 回目は参加者の皆さん同士の意見交換を中心に
進めました。 
各自で用意した好きな飲み物で乾杯した後、意見交換。
コロナ禍で地域活動が進まない中、「こんな事をしたい!」

その昔、加島・三津屋・堀上・野中・今里の村々は加

島荘５箇荘と呼ばれていましたが、その中でも野中の地

名は「広い野原の中の小さな村」であった事から名づけ

られました。 

 しかし、そんな小さい村から、明治から昭和にかけて

日本を代表する企業が次々と誕生していきました。 

 明治 39（1906）年創業の、ウィスキーなどの瓶の

製造会社「酒井硝子株式会社（野中北２丁目）」や、昭

和の高度成長期に発展した鍵の製造会社「昭和ロック株

式会社（野中南２丁目）」、そして計算機の「タイガー計

算機工場（野中南２丁目）」などは有名ですが、現在の

野中北２丁目付近にあった太鼓を収納してい

た御旅所（ご提供：辻川会長） 

パナソニック㈱（旧：松下電機産業）が、大量商品化

に伴い初めて生産工場を造ったのは、現在の野中北二

会館の場所だったそうです。 

野中は淀川区の中心、へその部分にありますが、現

代の日本産業を大きく発展させて来たへその場所でも

あったのではないでしょうか。 

 そんな産業発展のまち野中を、見守っているのが野

中小学校前の「専龍寺」です。 

専龍寺は、昭和初期の火災により一度は廃寺となりま

したが、地域の方々の願いもあり現在の姿に再建され

ました。今も夕方６時になると、野中っ子の安全を願

って鐘が打たれています。 

淀川区まちづくりセ
ンター公式 LINE ア
カウントです。定期
的にまちセン情報な
どをお 知らせしま
す。“QR コード”か
ら是非お友達申請を
お願いします。 

 

「日本を支えてきた 

企業発展のまち～野中～」 

野中地域活動協

議会の辻川会長

にお話を伺いま

した。 

使った遊びを入れながらの体験では、皆さん、楽しんでおられた様子でした。Zoom を使うのは、最初は戸惑っ
たけれど、慣れれば意外と簡単だと感じていただけたのではないでしょうか。 
 

をみなさんからお聞きすることができました。なかなか思うように地域活動ができない中でも、敬老の日に合わ
せて見守り活動を行う予定など、活発な意見交換ができました。 

約 1 年半ぶりに「よどまち未来セ
ッション」を開催します。 
今回は、まちづくりに関わる 1 年
後の自分に「手紙」を書くという
ワークショップを行います。 
詳しくは、チラシをご覧くださ
い。 
日時：10 月 22 日（金） 
   19 時～20 時 30 分 
場所：淀川区役所会議室 

取材:まちセン 村上 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■畑と田んぼが広がっていた宮原地域 
 

僕が小学 5 年生の時、大阪市北区から引っ越してきた

頃の宮原地域は JR 東淀川駅から阪急三国駅が見えるぐ

らい建物はほとんどなくて、狸が出るほど。宮原操車場

の北側は田んぼと畑が広がっていました。まだ新大阪駅

も地下鉄御堂筋線も無くて、今の新大阪駅のほぼ北側に

東淀川高校が建っていて、南側は「どぶ川」だったのを

覚えています。「どぶ川」とみんなが呼んでいた農業用水

路が当時の宮原周辺の農地にはたくさんありました。そ

の用水路を使って肥料としての下肥を船で運び、そこか

ら両天秤の先に下肥を入れた桶をつるして担ぎ、畑に撒

いていました。また、どこの農家でも畑を耕す為、牛を

飼っていました。耕作を終えて帰る牛が疲れて踏切の真

ん中で動かなくなってしまい、電車にはねられたという

ようなこともありました。新大阪駅の工事が始まったこ

ろでも工事現場周辺ではまだ、牛を引いている光景が見

られました。 

淀川昔のよもやま話 
「私たちが子供の頃、この周辺一帯はずーっとレンコン畑だ

ったのよ」 

「この地域には昔、東西に流れる中島用水という大水路があ

ってね、よくザリガニ採って遊んだなあ」 

西三国の地活協の方々から地域の昔の姿をお聞きすると、

今の風景とは考えられないお話を次々とお聞きする事が出来

ました。 

西三国小学校近辺は昭和２０年代、一面にレンコン畑が連

なり、子供達（現在の地活協役員の方々）はいかだを作って

蓮池でどろどろになって遊び、冬になれば凍ったレンコン畑

で遊んでいたそうです。 

一面の畑で遊んだ後、あぜ道を通ると現在の新東三国地域に

ある蒲田（地域の方々の呼称は「がまた」）神社、そしてその

向こうの新大阪方面まで見渡せたという、そんな高台にあっ

た自然豊かな西三国地域は、「高須（たかす）」とも呼ばれて

いました。 

今は「高須」とは呼ばれなくなってしまいましたが、地域

に残っている石碑や自敬寺前の電柱の「高須」の文字など、

当時の面影はいくつか残されています。（※写真 1） 

 また、江戸時代に日本国中を測量してまわり、初めて実測による

日本地図を完成させた伊能忠敬は、高須にあった「渡邊邸」に宿泊

した記録が自敬寺に残っています。 

渡邊邸は約 400 年程前に建てられたとされる市中最古の民家の

ひとつで、大きな門構えのある大変立派なお屋敷でしたので、地域

の方の憧れが「西三国の守り子歌」という歌にもなりました。 

 渡邊邸は 2012 年に惜しくも取り壊されてしまい、また近隣に

残された数少ない藁葺屋根の家も、現在は取り壊しが進んでいます

が、藁葺屋根前にある小さなお地蔵さんは、数々の歴史を見守って

きたかの様に静かに残されています。（※写真 2） 

「西三国にはたくさん後世に残したい物があったが、ひとつひとつ無くな

ってしまった。けれど、物は無くなっても記憶として地域の人達にしっかり

と残っている。渡邊邸や中島用水の歴史など、子や孫の次世代に語り継ぐ事

で、この町に住んでいる事に誇りに思ってもらいたい、町を好きになっても

らいたい。記憶に留められるように語り継いでいくのが我々の使命です。 

記憶を遺産として残していく・・・それが「記憶遺産」です。」 

という言葉を嘉悦会長から頂きました。 

 

そんな西三国の「記憶遺産」は今でも力強く残されています。 

再開発などで、まちの風景が変わって
きている中、「淀川区もちょっと前まで
は、こんな風景だったんだよ」とか、「こ
んな歴史があるんだよ」というお話を
集めてみました。 

（※写真 1） 

 

（※写真 2） 

松阪会長（写真:右）が 20 歳の頃の宮原地域。 

後ろに見える柵は JR 北方貨物線の線路の柵。
まだ、新幹線の高架はありません。 

■映画館がたくさんあった！？ 

 

当時の今の宮原地域は田んぼと畑がひろ

がっていて、子どもたちは遊び放題でした。

そして、映画もよく見に行きました。まだ、

テレビはなかったので、東淀川駅前や三国駅

前、西中島など宮原周辺には映画館がたくさ

んありました。赤胴鈴之助、月光仮面、少年

探偵団等、子ども向けの映画が多く、子ども

は 20 円か 30 円で見ることができたので、

自転車で走り回り友達と一緒に片っ端から

シリーズものの続きを見に行っていました。 

■大雨が降ると・・・？ 
 

住んでいた家の場所は、田んぼより少し低い土地だったの

で、大雨が降ると床下浸水は当たり前。靴がぷかぷかと浮か

ぶようなことがよくありました。その当時は、どこの家もト

イレは水洗式ではないから、大雨になると汲み取り式のトイ

レがあふれて大変でした。周辺のあぜ道もすぐに水浸しにな

っていました。 

昭和 35年頃の西宮原。 
当時はこのような農業
用水路がたくさんあり
ました。 

手書きの地図で、バス
通りが、現在とは違っ
ていたことを説明して
くださる松阪会長。 

 

写真出展：淀川今昔写真館 

 

ちょっと 

「後世に繋いでゆく記憶遺産」 

西三国地域活動協議会の役員の皆様にお話

を伺いました。 

 

宮原連合振興町会・宮原社会福祉協議会会

長の松阪輝雄さんに、会長が小学生から中

学生の頃（昭和 30 年代）の宮原地域のお

話をお聞きました。 

 

取材:まちセン 井川 

取材:まちセン 村上 


